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事業報告 
 
ワクワクする図書館こどもワークショップ 
 
１ 事業の目的 
  

本を読むだけではなく、学校や家庭以外の安心して過ごせるサードプレイスとして、子どもたち
の新たな居場所になる図書館とはどんなところか、どうやったら実現できるか、ワークショップと

ディスカッションを通じて考えていく。 

 

２ 事業実施概要 
 
(１) 事業名 
ワクワクする図書館ってなんだろう？ こどもワークショップ 
 

(２) 実施事業の目的 

子どもたちと一緒にわくわくする図書館のカタチを描くワークショップを行い、子どもたちの図
書館への期待やイメージが詰まったアイデアを、オープンプラットフォーム会議で発表する。 

 

(３) 実施概要 

① 実施日時：令和 3年 10 月 30 日（土）10:00〜12:00 

② 実施場所：別府市美術館 

③ 主催：別府市教育部教育政策課 

④ 運営企画：株式会社オープン・エー、みんなの教室、アソビ LAB 

⑤ 参加者：小学 5年生〜中学 2年生 計 11 名 
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(４) 実施状況  

 

ワクワクすることと行きたくなる図書館をかけ合わせてアイデアを練る 

 
チームごとにアイデアを話し合い、模造紙にまとめる 

 
タブレットで発表資料をつくる       チームごとに発表する 
 
発表内容は、オープンプラットフォーム会議 vol.7開催報告にまとめる。 
 
 



 3

３ 事業実施結果 
 

(１) 参加者アンケート（n=10） 
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(２) 今後の検討課題 

 
 ワークショップで出た子どもたちのアイデアは、これまでの図書館の概念を超えた魅力的なア

イデアであり、図書館との親和性も高いものであった。自分たちが行きたいと思う図書館を、自

ら考えアイデアを膨らませて、チームで話し合うという達成感が、参加者の満足度にも表れてい

た。また参加したいという子どもも多く、繰り返しこうした場を積み上げていくことによって、

図書館を自分たちの居場所、学びや成長の場と捉える子どもたちも増えていくと考えられる。タ

ブレットを使い、スムーズにインターネットで調べ、画像等で魅力的な発表資料をつくってい

た。今後はデジタルツールなども活用しながら、HP等で公開したり、記録として図書館に残して
いくこともできるだろう。 


